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1 はじめに
現在多くの近代文語で書かれた小説が青空文庫 ([1])
などの形で、インターネット上で公開されている。形態
素解析器 MeCabに対応した、近代文語のための形態素
解析辞書には近代文語 UniDic([3])がある。しかし、現
在の近代文語 UniDicでは青空文庫にある旧字旧仮名の
作品の形態素解析には十分に対応していない。本研究で
は、青空文庫に旧字旧仮名づかいのテキストと新字新仮
名づかいのテキストが両方存在する作品は 186作品ある
ことを利用して辞書を作成することを目指している。
本報告では 186作品の中から、芥川龍之介「蜜柑」の
テキスト一作品を対象に分析を行なった結果を報告
する。
2 本研究の手法
本研究では、文語体とは、近代から明治・大正時代に
使われた書き言葉とする。昭和 24年の内閣告示で交付
された当用漢字字体表により定められた漢字を新字、そ
れ以前に用いられてきた漢字を旧字とする。([5])昭和
21年の内閣訓令で交付された仮名遣いを新仮名、それ
以前に用いられてきた仮名遣いを旧仮名とする。([6])
本研究は以下のような流れで行う予定である。
• 青空文庫に収録されている作品のうち、同著者同タ
イトルの仮名遣い種別が旧字旧仮名と新字新仮名の
ファイルがあるものを選ぶ。

• 選んだファイルのテキストを加工したファイルを作
成する。

• 仮名遣い種別ごとに加工したファイルを比較する。
このような手法用いて近代文語 UniDicと ipadicを用い
た形態素解析で対応できなかった文字列を利用して、近
代文語 UniDicに追加登録する形態素を生成することを
目指している。
2.1 使用したデータ
本研究では次の二つの辞書を使用した。
• ipadic
形態素解析のための辞書であり、情報処理振興事
業協会により作成された ipa品詞体系を元にしてい
る。([4])

• 近代文語 UniDic
小木曽他によって作成された近代文語文を対象
とした形態素解析のための辞書である。近代文語
UniDicの作成には公文書、青空文庫の 9編の評論を
含む評論文等の文語論説文を中心としたデータが用
いられている。([3])

本研究では次のテキストデータを使用した。
• 青空文庫に収録されている作品
青空文庫には現在 18058 ファイルが収録されてい
る。本研究では下記の条件をもとに対象とするデー
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タを選んだ。同じ著者名と同じタイトルの仮名遣い
種別が旧字旧仮名と新字新仮名の両方の版が存在す
る作品である。この条件を満たしかつ、旧字旧仮名
版、新字新仮名版が複数存在するタイトルについて
は登録された時期が一番古いものを選んだ。対象と
なる作品は 186 作品である。全データは青空文庫
の全データを保管している aozorahack([2])より入手
した。

2.2 データの加工
本報告では先述したように一作品のみを対象に以下の
ような処理を行なった。一作品のみとした理由は解析結
果の詳細をひとつひとつ確認し、186作品を処理すると
どの程度の大きさの辞書が生成できるか推定するためで
ある。
2.2.1 記号の除去
青空文庫からダウンロードした作品テキストファイル
に正規表現を利用して以下のような処理を行なった。

• 文字コードを shift-jisから Utf-8に変換する。
• 文中の脚注、作品の発表された年月日、底本の情報
を削除した。

• 文中のふりがなを削除する。
• 次のような注に関しては、ふりがなを残し、注を削
除した。
※［＃「鈞のつくり」、第 3水準 1-14-75］《にほひ》

2.2.2 形態素解析
テキストファイルの形式を以下のように変更した。
• テキストを一行一文に分割した。
• 新字新仮名版テキストの句読点の入力ミスによる文
の区切りを修正した。

• 一文を形態素解析を用いて形態素のリストにした。
• この際、旧字旧仮名版テキストには近代文語 UniDic
を、新字新仮名版テキストには ipadicを MeCabの
辞書として利用した。

2.2.3 旧字を新字に置換
形態素のリストの、旧字を新字に置換した。次の手順
で置換した。

• 旧字・新字表 ([8])に「ゐい」と「ゑえ」を追加し
た。([9])

• 旧字を key、新字を valueとする jsonファイルに変
換した。

• 旧字旧仮名の形態素リスト中の旧字を新字に、一部
の旧字を新字に置換して新字旧仮名の形態素リスト
を作成した。

2.2.4 形態素リストの比較
旧字旧仮名版と新字旧仮名版のテキストをそれぞれ
新字新仮名版のテキストと比較した。比較は両者の
一文一文の形態素ごとに python のモジュールである
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difflib の SequenceMatcher を利用することで行なった。
SequenceMatcherはゲシュタルトパターンマッチングを
利用して二つの文字列の類似度を計算する。ゲシュタル
トパターンマッチングアルゴリズムは最小の編集距離を
生成することは保証していないが、レーベンシュタイン
距離アルゴリズムよりは処理が高速なことが知られてい
る。([10])
3 現在の解析結果
3.1 現在の追加形態素の候補
まず、それぞれのリストの形態素数は以下のように
なる。

旧字旧仮名版 新字旧仮名版 新字新仮名
形態素数 2033 2033 2009

表 1 旧字旧仮名版・新字旧仮名・新字新仮名の形態
素数

旧字旧仮名の形態素リストと新字旧仮名の形態素リス
トをそれぞれ新字新仮名の形態素リストを比較した結果
は以下のようになる。

旧字旧仮名版 新字旧仮名版
新字新仮名と

一致しない形態素数 472 378
文中の形態素数 2033 2033

表 2 旧字旧仮名版・新字旧仮名の新字新仮名版と一致
しない形態素数

表 2の結果から、旧字旧仮名版の 94の形態素の差異
は旧字または一部の旧仮名を用いて表記されていること
が原因で生じた差異であるということがわかった。以降
は新字旧仮名版の 378の差異について説明する。新字旧
仮名の差異は以下の３種に分類できた。

1種類目は旧仮名づかいによって生じた差異である。

新字旧仮名版形態素 新字新仮名版形態素
曇つ 曇っ
表 3 旧仮名づかいによる差異

2種類目は、新字新仮名版作成時の表記の違いである。

新字旧仮名版形態素 新字新仮名版形態素
ポケット ポッケット
頓著 頓着
著物 着物
表 4 表記の違いによる差異

3種類目は、近代文語 UniDicを用いて形態素解析を
行った際に形態素解析をできなかったものである。

元のテキスト 分かち書き
新字旧仮名 銀杏返し 銀杏返し
新字新仮名 銀杏返し 銀杏返し
表 5 形態素解析時に生じる差異

4 考察
• 旧仮名遣いと新仮名遣いの違いが原因の差異につい
ては正しく形態素解析できていないものは新たな追
加項目となる。

• 新字新仮名版入力時の表記が異なっているものの差
異のうち、「頓著」のように近代文語 UniDicに登録
されている項目は追加する必要がない。しかし「著
物」のように近代文語 UniDicに登録されていない
場合は追加する必要がある。

• 形態素解析時に生じる差異について、「銀杏返し」
のように正しく形態素解析できていない場合は新た
に登録する必要がある。

186作品全てを調査の対象とした場合、検討が必要にな
る項目は全形態素の 2割程度になることを現在推定す
る。ただし、作品ごとに使われている語彙の違いから、
この推定割合は、辞書登録が必要な項目数と異なる可能
性が高い。検討が必要な項目の分布にはばらつきが見ら
れることが大いに予想できる。今後、青空文庫の他の作
品についても形態素解析し、辞書登録が必要な項目数を
正確に調査する予定である。
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